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最近中国で発見された新鉱床一5一

岸本文男(地質相談所)

XXX四川省西部で大型多金属一金鉱床

四川省地質鉱産局の広域地質調査隊は四川省の西部

で一つの金･銀･鉄･銅型の大型金鉱床を発見し同西

部地域での金鉱床探査に新しい方向と展望を開いた･

この大型金鉱床の発見には前後20年の春秋が経過L

ている､すでに1962年には鉄の鉱床としてこの鉱床

が調査されたことがある.そして1966年1/100万｢昌

都｣図幅の広域調査の過程で本鉱床は熱水性硫化物型

銅鉱床とされた.さらに1987年1/20万の図幅調査が

行われた際に鉱体付近の溝で昔の砂金堀りの遺跡が発

見されそLて同図幅内での砂金の集中分布状況が菱鉄

鉱の褐鉄鉱による仮像の分布と関係あることが判った.

含銅褐鉄鉱がまた菱鉄鉱仮像の特徴を備えていることも

明らかにたりその事実から探査方針が固められつい

に初生の含銅菱鉄鉱が発見されるに至った･そのよう

た発見から本鉱床の鉱床タイプについての認識が変わ

り金鉱床ではたいかと考えられるようになり1978年

に鉱体の上都で試料が採取され分光分析にかけられて

当該鉱石中に金が多く含まれていることが確認されさ

らに翌1979年にはこれが一つの大型金鉱床であることが

実証されるとともに銀銅鉄砒素アンチモン

水銀など多くの元素を随伴しそれらの元素が総合的に

回収できることも明らかにたったのである･一つの鉱

床に20年もの年数をかけ繰返し調査L探査試錐を行

いやっと発見とは.その原因は過去の総合研究と

総合探査に対する認識に欠けるところがありそれらが

軽視され測定の手段がひどく立ち遅れ探査上の求め

に応じ得たかったところにある･肉眼で簡単に識別で

きる主要鉱物についてだけ注目し随伴する微量元素を

無視したがためである｡慶遠安

(中国地質報1986.2.24)

XXX亙高州で大型力才リン鉱床

広東省高州県の沙田カオリン鉱床は広東省地質鉱産

局の704地質大隊が数年来探査を続けこのたび確認し

たもので規模の大きい品質のよい大型のカテゴリｰ

に入る鉱床である･鉱石は白度が高く粒度が小さ

く片状を呈L北京製紙総廠と江門製紙工場によるテ

ストで銅版用紙の塗布剤の原料に適することが判った･

最近軽工業部がこれを正式に第七次5カ年計画の期間

の重点開発対象に入れた･上記地質大隊は沙田鉱床の

外周の曹嶺郷でもう一つの大型カオリン鉱床も発見し

たがその品質も沙田の場合と同様である.･陸悦

(中国地質報1986.1.31および1986.9.15)
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